
 

3年目を迎えた専門科目「情報学基礎」 

次期指導要領における「情報Ⅰ」を見据えたプログラム開発 

京都市立西京高等学校 藤岡 健史、 中村 央志、 大西 洋 

 

本研究は、「基礎情報学」の観点から情報概念の正確な理解を定着させ、メディアに含まれる情報の選択、

検証、理解を図り、真の情報活用能力の涵養を目指した学際的な情報教育プログラムを開発することを目

的とするものである。この目的を達成するため、文部科学省スーパーグローバルハイスクール（SGH）研

究開発の一環として、専門科目「情報学基礎」を 2016 年度から 1 年次に設置し、授業実践と評価を行っ

ている。本発表では、2017年度までの内容について報告する。 

 

1. 背景と目的 
情報社会に生きる個個人が情報を受動的に収集

するだけでなく、いかにしてこれを活用するかを

考えて自己表現し、新たな価値を主体的に創造す

ることが重要である。あらゆる場面で情報活用能

力を身につける機会を提供するために生徒一人一

人が情報端末等を所持して活用する教育活動が推

進されているが、情報概念の正確な理解等の本質

的な情報教育を行うまで至らず、ICT活用という

限定的な次元にとどまっているものが多い。本校

においてもこれまで同様の問題点を抱えていた(1)

ため、SGH(7)研究開発の一環として、基礎情報学
(2)の観点から情報概念の正確な理解を定着させ、

メディアに含まれる情報の選択、検証、理解を図

る「真の」情報活用能力の涵養を目指した学際的

な情報教育プログラムの開発を続けてきた(3)。 

本稿では、2016 年度から設置している本校専門

科目「情報学基礎」の内容や、これまでの研究開

発の概要について報告する。 

 

2. 専門科目「情報学基礎」 
2.1 「情報学基礎」の学習項目 

本研究では、次期学習指導要領(6)での「情報 I」

の実施を見据え、現行学習指導要領 の「社会と情

報」と「情報の科学」の融合を目指した学際型の

専門科目「情報学基礎」を 1 年次に 2 単位設置し

ている。2017年度の学習項目を表 1 に示す。 

表 1 2017年度「情報学基礎」の学習項目 

学習項目 内容 留意点 配当 

１．情報一般の

原理 

・3 つの情報概

念 

情報の主観性、生

命情報、社会情

報、機械情報 

情報の特徴、情報

のディジタル化、

個人情報について

も扱う 

8h 

２．情報を扱う

人間と社会 

・コミュニケーシ

ョン 

・メディア 

Luhmannのコミュニ

ケーションモデル、

伝播メディア、成果

メディア、機能的分

化社会 

コミュニケーション

手段の発達、情報

通信ネットワークの

仕組みと活用につ

いても扱う 

12h 

・メディアリテラ

シー実習 

印象操作、擬似相

関、信憑性、論理

的思考、批判的思

考、データとその

扱い 

情報の表現と伝

達、情報化が社会

に及ぼす影響と課

題、情報社会にお

ける問題の解決に

ついても扱う 

20h 

３．情報システ

ムを構築し活用

するための技

術・制度・組織 

・情報セキュリテ

ィ 

・情報社会にお

ける法制度 

・情報システムと

人間のインタフ

ェース 

情報セキュリティ

（マルウェア等）、

法制度（知的財産

権等）、インタフェ

ースのユニバーサ

ルデザイン、アフォ

ーダンス、ヒューマ

ンエラー、人間と機

械、人工知能、シ

ンギュラリティ 

情報セキュリティの

確保（暗号等）、情

報社会における法

と個人の責任（産

業財産権、著作権

等）、社会における

情報システムと人

間について扱う 

12h 

４．コンピュータ

で処理される情

報 

・アルゴリズム 

・プログラミング 

・シミュレーショ

ン 

モデル化とシミュレ

ーション、アルゴリ

ズム、プログラミン

グ、コンピュータの

原理 

コンピュータと情報

の処理、問題解決

と処理手順の自動

化等、情報科学の

基礎について扱う 

18h 

 

2.2 情報学の参照規準に基づく設計 

専門科目「情報学基礎」では、新学習指導要領

の情報科で重視される「情報の科学的な理解」に

ついて、特に社会科学・人文科学の知見に基づく

理解を目指すことを重視し、日本学術会議が作成

した情報学分野に関する「大学教育の分野別質保

証のための教育課程編成上の参照基準」(4)(以下、

「情報学の参照基準」) を参考にしている。この

「情報学の参照基準」は情報学の分野を次の 5つ

に体系化しており、次期学習指導要領における情

報科の内容を検討する上でも参考にされている。 

ア. 情報一般の原理 

イ. コンピュータで処理される情報の原理 

ウ. 情報を扱う機械及び機構を設計し実現す

るための技術 



 

エ. 情報を扱う人間と社会に関する理解 

オ. 社会において情報を扱うシステムを構築

し活用するための技術・制度・組織 

2.3 教材の一例 

 作成した教材スライドの一部（Luhmann のコ

ミュニケーションモデルと 2 つのメディア／表 1

の学習項目２で使用）を図 1 に示す。 

 
図 1 作成した教材スライドの一部 

 

3. 実践結果・考察 
3.1 授業アンケートによる評価 

2017 年度の授業で実施した各項目について、

「とても有意義だった[4]」「どちらかといえば有

意義だった[3]」「どちらかといえば有意義ではな

かった[2]」「全く有意義ではなかった[1]」の 4 段

階で回答させた。図 2 に結果を示す。 

(3)情報と(4)コミュニケーションの学習項目が

他項目に比べて低く、2016年度から同様の傾向が

続いている。学習内容の抽象度が高いことが一因

と考えられ、今後も教材の改良やアクティブ・ラ

ーニングの導入等の工夫が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 学年末アンケートの結果（2018年 2月実施／n=238） 

 

3.2 情報教育の参照規準や情報科の 13 分野

との関連からの考察 

「情報学の参照基準」の策定委員会は、初等中

等教育から大学の共通教育および専門基礎教育に

至る情報教育を体系化する「情報教育の参照基準」

の策定を進めている(8)。「情報教育の参照基準」で

は情報学に関する知識と能力を 11 のカテゴリに

区分している。一方、文部科学省の委託事業「情

報学的アプローチによる『情報科』大学入学者選

抜における評価手法の研究開発」では大阪大学等

が情報科ルーブリック(5)の策定を行っており、情

報Ⅰ・Ⅱで学ぶ内容が 13 の分野にまとめられて

いる。これらと専門科目「情報学基礎」の学習項

目の関連を表したものが表 2 である。なお、図中

の英数字が図 2 の各項目と対応し、○印は「情報

学基礎」の学習項目に無いことを示す。これより

「情報学基礎」は情報教育の参照基準および情報

Ⅰ・Ⅱの 13 分野との整合性が大きいことが確認

できた。しかしながら、データとその扱い、デー

タ表現・データの分析に関する学習項目が不足し

ているため、今後の検討が必要である。 

 
表 2 情報学基礎の学習項目と情報教育の参照基準・情

報科の 13分野の関係 
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